
 

 
 

掛札逸美   
心理学博士（社会／健康心理学）：専門は安全の心理学、コミュニケーションの心理学  
●「保育の安全」サイト（「保育の安全」で検索。YouTube、Facebookのリンクもここにあります）： 

https://daycaresafety.org/  
 

 
略歴 

1964 年生まれ。筑波大学卒。（公財）東京都予防医学協会広報室に 10 年以上勤務。 
2003 年、コロラド州立大学大学院心理学部応用社会心理学科に留学。健康心理学専攻。2007 年 1～2 月、
世界保健機関（ＷＨＯ）協力機関・カロリンスカ研究所／医科大学公衆衛生学部社会医学部（ストック
ホルム）が開催する「国際傷害予防集中コース」（5 週間）受講。2008 年 2 月、心理学博士号取得。同 
5 月卒業、帰国。 

2008 年 6 月から 2013 年 3 月まで、産業技術総合研究所特別研究員。 
2013 年 4 月、ＮＰＯ法人保育の安全研究・教育センター設立・代表理事。2020 年 3 月、ＮＰＯ格を返上、
任意団体化。 

 
委員等 

「平成 27 年度 教育・保育施設等の事故防止のためのガイドライン等に関する調査研究事業検討委員会」
委員（内閣府、厚生労働省、文部科学省） 
「千葉県社会福祉審議会児童福祉専門分科会施設部会 保育に係る重大事故検証委員会」委員長（2016 年
12 月 26 日～2017 年 8 月 31 日）。現在も同委員。 

 
 
主な（共）著書、訳書 

                             
 

 
  
 

『ペアレント・ネイシ

ョン：親と保育者だけ

に子育てを押しつけ

ない社会のつくり方』  
（2022 年）は『3000
万語の格差』のサスキ

ンド博士の新刊） 
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